




要約:5 グループに分かれて研究を行い、以下の成績が得られた.栄養管理グループでは、

極低出生体重児の 10歳までの体重群別身体発育基準値を完成した.また、母乳栄養児の乳

児期発育基準値を作成した。

感染管理グループでは、MRSA 感染対策について検討し、母体への抗生物質規制の必要な

こと、NICUのバイオクリーンルームの必要性を示した.

呼吸管理グループにおいては、慢性肺疾患(CLD)の病型分類におけるⅢ型亜型分類の必要

性を示し、また退院後の心エコーによる肺高血圧スコアを作成した。

薬物投与母体からの出生児管理グループでは、向精神薬や抗痙攣薬服用母体からの出生児

の新生児期のチェックリストを完成した.

また、本年度は多胎管理に代わり、ICD-10 導入に伴う緊急課題としてバーセンタイル表

示の胎児胎内発育基準値を作成公表した.


